
環
境
共
生
へ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
マ
ー
ト
関
西

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
は
い
ま
だ
定
ま
ら
ず
、
関
西
経
済
圏
も
ま

た
電
力
不
足
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
さ
ら
に
原
子
力
発
電
に
代
わ
る
火
力
依
存
の
状
況
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
に
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
全
国
的
に
も
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
が
大
き
い
経
済
圏

な
が
ら
、
こ
れ
を
克
服
し
新
た
な
成
長
を
呼
び
込
む
た
め
、
多
様
な
技
術
と
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
備
わ
り
始
め
て
い

る
。
電
池
技
術
の
集
積
を
生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
や
、
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

に
よ
る
社

会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
さ
ら
に
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

万
能
細
胞

を
用
い
た
再
生
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
医
療

・
医
薬
研
究
の
集
積
な
ど
、
関
西
経
済
は
今
後
の
日
本
を
占
う
産
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
数
多
く
保
有
す
る
。
「
ス

マ
ー
ト
関
西
」
の
実
現
が
日
本
再
生
の
一
つ
の
指
標
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
さ
わ
・
あ
き
ひ
ろ
　

年

昭

一
橋
大
経
卒
、
同
年
通

商
産
業
省

現
経
済
産
業
省

入
省
。
環
境
政
策
課
長
、
東
大

教
授
な
ど
を
経
て
、

年

世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
環
境
経
済
研
究
所
所
長
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究

所
副
所
長
を
兼
務
。
大
阪
府
出
身
、

歳
。

澤昭裕氏に聞く研究主幹世紀政策研究所

電
力
政
策
の
あ
り
方
は
？

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
重
要

スマート社会中小にも商機

　　 ２０１３年 平成２５年 ３月２８日 木曜日 【広告特集】 （ ）

　　
　　

　
―
電
力
自
由
化
が
進
む
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
「
設
備
投
資
を
政
府
と
事

業
者
が
相
談
し
て
決
め
る
こ

と
は
な
く
な
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
も
単
な
る
目
安
と

な
る
だ
ろ
う
。
自
由
化
で
需

要
家
の
選
択
肢
は
増
え
る

が
、
原
子
力
発
電
の
先
行
き

不
明
確
な
現
状
で
は
市
場
混

乱
の
リ
ス
ク
も
あ
る
。
過
渡

期
が
も
っ
と
も
注
意
が
必
要

だ
。
電
力
会
社
も
経
営
の
自

由
度
ア
ッ
プ
と
と
ら
え
、
海

外
進
出
な
ど
個
性
的
な
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
・
実
施
の
必

要
が
あ
る
。
分
社
化
後
も
グ

ル
ー
プ
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
追
求
な
ど
は
許
さ

れ
る
。
将
来
は
む
し
ろ
大
規

模
化
も
あ
り
う
る
。
電
力
の

広
域
融
通
な
ど
は
そ
の
方
が

や
り
や
す
い
」

　
「
そ
も
そ
も
電
力
自
由
化

の
帰
結
へ
の
正
確
な
理
解
が

必
要
。
自
由
化
の
本
質
は
供

給
義
務
の
廃
止
と
料
金
規
制

の
撤
廃
に
あ
り
、
供
給
余
力

が
な
い
中
で
の
自
由
化
は
料

金
を
上
昇
さ
せ
る
可
能
性
が

高
い
。
一
方
的
に
下
が
る
と

考
え
る
の
は
間
違
い
だ
」

　
―
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
進
展
は
。

　
「
従
来
、
電
力
会
社
が
需

要
の
増
減
に
応
じ
て
供
給
量

を
調
整
し
、
価
格
の
変
動
に

よ
る
需
給
調
整
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
さ
ほ
ど
取
り
入
れ
ら
れ

て
来
な
か
っ
た
。
自
由
化
す

れ
ば
消
費
者
側
で
も
価
格
に

応
じ
た
需
要
調
整
の
必
要
が

出
て
く
る
。
し
か
し
、
電
気

代
ば
か
り
見
て
生
活
す
る
人

は
そ
う
多
く
な
く
、
自
動
的

に
調
整
す
る
機
器
が
あ
れ
ば

頼
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
ス
マ

ー
ト
メ
ー
タ
ー
で
、
機
器
需

要
は
拡
大
す
る
。
し
か
し
、

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
概
念
は
あ
い
ま
い
で
、
必

ず
し
も
電
源
が
価
格
競
争
力

を
持
つ
と
は
い
え
な
い
。
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
構

想
で
有
望
な
ビ
ジ
ネ
ス
は
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で

は
。
Ｉ
Ｔ
の
ハ
ー
ド
は
普
及

す
る
ほ
ど
利
益
率
は
下
が

る
。
む
し
ろ
ソ
フ
ト
の
付
加

価
値
を
ど
う
つ
け
て
い
く

か
」

　
―
変
革
に
中
小
企
業
は
ど

う
対
応
し
、
事
業
に
つ
な
げ

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
「
太
陽
光
発
電
は
生
業
的

事
業
と
し
て
は
、
あ
ま
り
う

ま
み
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

機
器
設
置
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
必
要
な
労
務
サ
ー
ビ
ス
の

方
が
長
持
ち
す
る
。
中
小
企

業
が
機
動
力
を
発
揮
で
き
る

分
野
だ
。
定
期
検
査
な
ど
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
需
要
の
方
が
手

堅
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
ネ
タ
に
な

る
。
さ
ら
に
検
査
時
は
地
域

に
何
千
人
の
人
が
集
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
需
要

が
発
生
し
て

雇
用
を
生

む
。
地
味
で

目
立
た
な
い

分
野
の
方
が

商
機
が
あ
る

し
、
利
益
率

も
高
い
」

　
持
続
発
展
可
能
な
中
長
期

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
早
期

策
定
は
国
際
競
争
力
強
化
の

た
め
に
も
不
可
欠
。
関
西
の

成
長
戦
略
推
進
の
う
え
で
も

根
幹
を
な
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て

世
紀
政
策
研
究
所
の
澤

昭
裕
研
究
主
幹
に
聞
い
た
。

　　
　　

　
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ

り
方
と
は
。

　
「
原
発
依
存
度
だ
け
が
関

心
事
に
あ
が
る
が
、
電
力
は

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
で
あ
る
べ

き
。
よ
う
や
く
冷
静
に
基
本

計
画
を
策
定
で
き
る
環
境
に

な
っ
た
。
一
方
で
原
子
力
は

不
信
感
が
拭
い
き
れ
ず
、
政

権
交
代
後
も
一
挙
に
信
頼
回

復
と
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
に
よ

る
大
量
の
電
力
確
保
が
困
難

な
状
況
下
で
、
原
子
力
は
必

須
の
基
盤
電
源
。
安
全
保

障
、
経
済
性
、
環
境
性
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策

３
つ
の

Ｅ

を
す
べ
て
満
た
す
の
が

原
子
力
だ
。
経
済
へ
の
影
響

な
ど
を
考
慮
し
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク

ス
を
考
え
な
け
れ
ば
」

　
―
安
倍
政
権
は
「
２
０
３

０
年
代
原
発
稼
働
ゼ
ロ
」
を

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
と
表

明
し
ま
し
た
。

　
「
同
時
に
２
０
２
０
年
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
１
９
９
０

年
比

％
減
の
目
標
も
見
直

す
。
原
発
ゼ
ロ
に
し
つ
つ

％
削
減
す
る
の
は
、
経
済
や

生
活
へ
の
悪
影
響
が
避
け
ら

れ
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
供
給
量
が
少
な
い
う

え
値
段
が
高
く
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
柱
に
は
力
不
足
。

制
約
の
中
で
最
善
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
見
い
だ
す

の
は
非
常
に
難
し
く
、
短
期

間
で
ま
と
め
ら
れ
る
か
ど
う

か
」

　
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

の
選
択
肢
は
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

と
経
済
・
生
活
に
悪
影
響
を

与
え
す
ぎ
な
い
ミ
ッ
ク
ス
と

し
て
原
子
力
は

％
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
水
力
を

含
め
最
大

％
、
火
力
が

％
。
安
定
供
給
と
経
済
性
を

確
保
す
る
原
子
力
の
代
替
は

火
力
し
か
な
い
。
い
ま
Ｌ
Ｎ

Ｇ
は
火
力
の
約
５
割
を
占
め

る
が
、
中
長
期
的
に
は
石
炭

を
も
っ
と
使
え
ば
価
格
交
渉

時
の
カ
ー
ド
に
役
立
つ
。
火

力

％
の
内
訳
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が

％
、
石
炭
が

％
、
石
油

が
５
％
の
イ

メ
ー
ジ
。
福

島
の
事
故
前

に
は
原
発
が

約
３
割
。
減
少
分
を
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
増
加
と
石
炭
の
維
持
、
あ

と
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
埋
め
る
。
原
発
ゼ
ロ
で
は

穴
埋
め
が
大
変
」

　
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
課

題
は
。

　
「
ま
ず
原
発
を
再
稼
働
す

る
こ
と
。
３
つ
の
Ｅ
と
人

材
育
成
、
技
術
承
継
の
点
か

ら
２
割
程
度
は
維
持
す
る
べ

き
。
安
全
性
確
保
が
大
前
提

な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

原
子
力
規
制
委
員
会
が
透
明

度
の
高
い
プ
ロ
セ
ス
を
確
立

し
、
法
的
根
拠
に
基
づ
く
判

断
を
示
さ
な
け
れ
ば
」
　


